
瀬戸市職員の給与の支給等に関する規則及び一般職の任期付職員の採用

等に関する規則の一部を改正する規則をここに公布する。  

平成２８年８月１６日 

瀬戸市長  伊 藤 保 德  

瀬戸市規則第３０号 

瀬戸市職員の給与の支給等に関する規則及び一般職の任期付職員

の採用等に関する規則の一部を改正する規則  

（瀬戸市職員の給与の支給等に関する規則の一部改正）  

第１条 瀬戸市職員の給与の支給等に関する規則（昭和３９年瀬戸市規則

第１４号）の一部を次のように改正する。  

次の表の改正前の欄に掲げる規定を同表の改正後の欄に掲げる規定に下

線で示すように改正する。

改正後 改正前 

（管理職員特別勤務手当の支給） （管理職員特別勤務手当の支給） 

第７条の２ 条例第１９条の２第３項第１号の規

則で定める額は、次の表の支給区分欄に掲げる

職の区分に応じ、それぞれ支給額欄に定める額

とする。ただし、勤務に従事した時間が３時間

に満たない場合は、当該額に１００分の５０を

乗じて得た額とする。 

第７条の２ 条例第１９条の２第２項の市長が規

則で定める額は、次の表の支給区分欄に掲げる

職の区分に応じ、それぞれ支給額欄に定める額

とする。ただし、勤務に従事した時間が３時間

に満たない場合は、当該額に１００分の５０を

乗じて得た額とする。 

 

＜省略＞ 
 

＜省略＞ 

２ 条例第１９条の２第３項第１号に定める勤務

に従事する時間等を考慮して規則で定める勤務

は、勤務に従事した時間が６時間を超える場合

の勤務とする。 

２ 条例第１９条の２第２項ただし書の市長が規

則で定める勤務は、勤務に従事した時間が６時

間を超える場合の勤務とする。 

３ 条例第１９条の２第３項第２号の規則で定め

る額は、次の表の支給区分欄に掲げる職の区分

に応じ、それぞれ支給額欄に定める額とする。 

 

支給区分 支給額  



部長又はこれに相当する職 ５，０００円 

課長又はこれに相当する職 ４，３００円 

課長補佐又はこれに相当する

職 

３，５００円 

 

４ 条例第１９条の２第１項の勤務をした後、引

き続いて同条第２項の勤務をした同条第１項に

規定する管理監督職員には、その引き続く勤務

に係る同条第２項の規定による管理職員特別勤

務手当を支給しない。 

 

  

（一般職の任期付職員の採用等に関する規則の一部改正）  

第２条 一般職の任期付職員の採用等に関する規則（平成１８年瀬戸市規

則第１０号）の一部を次のように改正する。  

次の表の改正前の欄に掲げる規定を同表の改正後の欄に掲げる規定に下

線で示すように改正する。

改正後 改正前 

（管理職員特別勤務手当の額） （管理職員特別勤務手当の額） 

第５条 条例第６条第２項の規定により読み替え

て適用される瀬戸市職員の給与に関する条例

（昭和３６年瀬戸市条例第４号。以下「給与条

例」という。）第１９条の２第１項の規定によ

り特定任期付職員に対して支給される管理職員

特別勤務手当に係る同条第３項第１号の規則で

定める額は、給与支給規則第７条の２第１項の

規定にかかわらず、次の各号に掲げる当該特定

任期付職員が受ける条例第５条第１項に規定す

る給料表の号給又は給料月額の区分に応じ、当

該各号に定める額とする。 

第５条 条例第６条第２項の規定により読み替え

て適用される瀬戸市職員の給与に関する条例

（昭和３６年瀬戸市条例第４号。以下「給与条

例」という。）第１９条の２第１項の規定によ

り特定任期付職員に対して支給される管理職員

特別勤務手当に係る同条第２項の規則で定める

額は、給与支給規則第７条の２第１項の規定に

かかわらず、次の各号に掲げる当該特定任期付

職員が受ける条例第５条第１項に規定する給料

表の号給又は給料月額の区分に応じ、当該各号

に定める額とする。 

 ⑴から⑶まで ＜省略＞  ⑴から⑶まで ＜省略＞ 
  

附 則 

 この規則は、公布の日から施行する。  


